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行ってきました研修旅行!！ 
平成２４年１月２８日

(土)、２９日（日）の一泊

二日、大分県豊後高田

市その他へ研修旅行に

行ってきました。 

豊後高田市では先ず、

豊後高田市観光まちづく

り 株 式 会 社 の 方 か ら、

「昭和の町」と「玉津プラ

チナ通り」の取組みにつ

いて講話をしていただき

ましたが、なんとその会

 
場の名前が「昭和の教室」。懐かしい昭和の頃の木造教室に木製の机・いす・黒

板などが再現されており、一同子供のころを思い出し、懐かしさに感激しました。

「昭和の町・玉津プラチナ通り」は、”高齢者が楽しいおまち”をコンセプトに、

高齢者の皆さんが集い楽しめるまちを目指してこれまで取組み、平成２１年頃か

ら、空き店舗などを改修した新スポット、例えばコミュニテイカフェもあるデイサー

ビス施設「玉津座 銀鈴堂」、軽食ができるカフェスペースを併設した「玉津まちの

駅夢むすび」、囲碁や将棋のほか懐かしいスマートボールが楽しめる交流スペ

ース「遊戯館」などが次々誕生し、玉津のまちが輝きを放ち始めたそうです。 

講話の後、昭和の町案内人さんによる昭和の町の見学を行いました。通りに

沿って、その店が建てられた頃の昔なつかしい「昭和の建物」を再現し、その店

の歴史を物語る「昭和のお宝」を展示し、またその店に代々伝わる「昭和の商

品」を販売するなど、まさに昭和の時代にタイムスリップしたような雰囲気でし

た。 

豊後高田市は、まちがもっ

ていた財産を 大限に活か

し、高齢者に優しいまちづくり

を進めています。私たちの西

徳山地域にも高齢化の波が

押し寄せており、高齢者が住

みにくいまちになっていないか

検証するなど、今回の豊後高

田市で学んだことを今後の私

たちの活動に活かさねば、と

強く思いました。 （井上 記）
昭和の町案内人の説明を聞く皆さん



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最優秀賞受賞   …農商工連携事業… 

【ごぼむすころっけ】  好評発売中 

 １月２７日、農商工業者が連携して新商品や新サービス

の開発を目指す県中小企業団体中央会の「農商工連携等

人材育成事業」報告会において、５０社の中から、「惣菜工

房ひとめぼれ♡」の「ごぼむすころっけ」と「湯のやき」の２品

が揃って、 優秀賞に選出されました。 

ごぼむすころっけ 湯野やき 
「ゆーとぴや」では金・土、「こあ」では木曜日夕市で販売

シリーズ「グループ紹介」 

“よりあいゆきた”グループ 

高齢者が住み慣れた地域で気軽に寄り合い、交流

と健康維持を目指したグループです。今年で１３年

目！！参加者からは“同じ目線で打ち解けられるから

楽し～い”と言われています。 

現在、月２回湯野行田自治会館で、主にリサイクル

素材を活かした手芸等に取り組みながら、健康づくり

や営農など時節の情報交換で交流を深めています。

作品づくりのモットーは「実用品＆リサイクル」。不要

になったビニール荷造りテープで編むカラフルな「か

ご」や人形、日用品、アート作品まで多様です。 

特に、荷造りテープで作る「かご」は、軽くて丈夫

で、野菜果物の収穫運搬には重宝し、知人や近所へ

プレゼントしても好評なのです。この「かご」が縁で、

近隣集落にも新たにグループが誕生しています。 

他に、洗剤の要らない「タワシ」や「つる細工」にも

幅広く取り組んでいます。 

出来た作品は毎年、湯野地区ふるさと祭りへの出

展や、行田地区の足納神社大祭（５月３日）参拝者に

「よりあい」のＰＲも併せ、無料配布しています。また、

荷造りテープ「かご」など一部作品は、とれたて市場

「ゆーとぴや」へも出荷するなどして、微力ながら、地

域の活性化にも努めています。 

今後もよりあって（寄り合って）、新たなチャレンジを

進めたいと思います。 

                      （行村さん記） 

メンバーの皆さん 

素晴らしい作

品 の 数 々 と

作品づくりを

する皆さん 

 

たわし

新発売！！ 

湯野で生まれたおやき 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標５ 組織を拡充し拡大する  数名の入会があり、会員は現在４２名 

目標６ 他の諸団体と連携し効果的な活動を展開する  連携に努めた 

『平成２３年度の総括』…西徳山まちづくりの会の活動を検証する 

目標１ 戸田駅を中心とした活動を継続する 

計   画 検    証 

①戸田駅開設１００周年事業も兼

ねて、「花の駅」として整備する 

概ね達成 

○駅周辺の花壇はとてもきれいになった 

○花いっぱい活動で周南市徳山環境衛生連合会会長表彰受賞 

○山口県から花いっぱい運動奨励賞受賞 

②「西徳山いけいけフェスタ」を継

続開催する 

達成 

○戸田駅開設１００周年記念と併せて行い、大いに盛り上がった 

戸田駅舎の屋根の改修では、ＪＲとの話し合いを数回実施して、塗り替えの工事に着手しようとしたが、柱

が腐っており、本格的にやるには予算が必要とのこと。来年度再度要望する。 

目標２ 「西部道の駅」を拠点とした活動に新たに取り組む 

計   画 検    証 

①地元の食材を活用した特産品を

積極的に開発する 

達成 
○ごぼむすコロッケ、湯のやき（おやき）は、農商工業者が連携をして新

商品の開発を目指す「連携人材育成事業」で中小企業中央会から

優秀賞を受賞 

②加工品を直売所で販売し実績を

作る 
達成 
○出資者による加工所がスタートした 

目標３ 西徳山の発展を目指した新たな活動に取り組む 

計   画 検    証 

①“観光資源”“自然環境”を活か

した活動を目指す。 ほとんどできなかった 

②戸田駅を目玉にした新しい活動

を企画する 

概ね達成 
○戸田駅を出発点とする「てくてくウォーク」を実施した（四郎谷方面）

（湯野方面） 

目標４ 交流・研修・広報活動に取り組む 

計   画 検    証 

①研修旅行・見学会の定期開催 
概ね達成 
○研修旅行は、豊後高田市の高齢者に優しいまちづくりの視察を実施

した 
②セミナー、交流会の企画開催 取り組まなかった 

③広報活動を行う 達成 
○「湯戸飛夜 いけいけだより」をカラー印刷も含め、年４回発行した 

 



 

 

 
 
 
 
 
 

西徳山まちづくりの会 
ホームページ URL: 
www.nishi-
tokuyama.gn.to 

お知らせ 

西徳山まちづくりの会の全体会 
原則として毎月第１と第３火曜日の１９：３０から、夜市公民館で開催しま

す。興味のある方は遠慮なくご参加ください。 

「平成２４年度総会」を開催します 
４月１４日（土）１５：００から戸田駅西側広場で開催。総会後は楽しい懇親

会もあります。新たに入会を希望される方も大歓迎です。 

発行責任者 
会   長  酒井昭子 
広報部長  石田真理子 

西徳山まちづくりの会 

編集後記 

あの日から一年が過ぎまし

た。 

午後２時４６分、私はそのと

き、ＮＨＫＦＭを聞いていまし

た。緊急地震速報とともに音

楽は途絶えました。次の日

から FM では行方不明者の

方の名前ばかりが流れまし

た。 

テレビは、家々をなぎ倒し

ていく津波の映像を流し続け

ました。 

１０００年の昔も今も、大自

然の威力の前において、人

間の力の無力さに虚しさも感

じました。 

まちづくりの会では、すぐに

被災地へタオルを送る運動

に参加しました。 

絆という言葉も何度聞いた

かわかりません。この言葉を

使うのも気後れがします。 

私がこの世に生を受けてい

る間に、大震災があったこ

と、忘れません。 

明日に向けて、私たちは人

と人とのつながりを基にした

まちづくりをしなければなりま

せん。それが 大の防災の

ような気がします。 

あの日から１年。私たちは

前より賢くなったのでしょう

か、優しくなったのでしょう

か。 

常に問い続けなければな

りません。一日も早い復興の

ために。 

編集長 神本康雅 

戸田駅を拠点にしたウォーキング

「てくてくウォーク」がスタート！ 
西徳山まちづくりの会では、「てくてくウォーク」と名付け、戸田駅を拠点とした

ウォーキング活動をスタートし、その第１回目を１月１５日（日）に開催。天野屋

利兵衛の故郷四郎谷を訪ねました。参加者１５名。 

戸田駅を１０時に元気よ<出発し、２号線沿いに一路四郎谷を目指しました。

途中､夜市川沿いを進み､戸田の名峰“昇仙峰”を右に見ながら、高速道路の下

を潜り抜け、坂道の続く峠を上りつめると、眼下に瀬戸の海が開け、それまでの

疲れも吹き飛び､みんなで歓声をあげました。下り坂を少し行った所にある名水

昇仙水で喉を潤し、棚田の郷「四郎谷｣に入りました。 

山のふもとの分教場の傍らの墓地を

訪ね、天野屋利兵衛親子の墓に参拝

し、公園へと向かいました。海沿いの丘

にある公園には黒髪御影石で作った記

念碑があり､沖合には徳山湾に浮かぶ

大津島､黒髪島をはじめ沢山の美しい

島々が眺められ、遠<には防府沖の野

島まで見ることが出来ました。展望の良

い日には遥か九州の国東半島､姫島ま

でも望める絶好のスポットです。 

その後、公園のすぐ近くの海岸で昼食。たき火を囲みながら､惣菜工房「ひと

めぼれ♡」特製のおむすびと豚汁で舌鼓を打ち、貝殻ひろいや、石投げで水切

り遊びをしたり､通過する列車に手を振ったり、童心に返って楽しいひと時を過

ごしました。 

帰路は「西部道の駅」の工事現場を迂回し

て戸田駅に帰りました。道すがら楽しいおし

ゃべりに花を咲かせてコミュニケーションをは

かり､心も体もリフレッシュして互いの絆を深く

した一日でした。 

 

さらに３月４日（日）、「♨湯野の里、湯野史 

跡めぐり」と題し第２回てくてくウォークを実施 

しました。戸田駅を９：００にスタートし、途中で惣菜工房「ひとめぼれ♡」で昼食

（美味しいカレー）をとり、１５：００に戸田駅に帰着。あいにくの雨でしたが、参加

者２１名（内、ウォーキング１７名、食事の準備４名）と多く、賑やかで楽しく有意

義なウォーキングでした。 

 

西徳山まちづくりの会では、今後も２ヶ月に１回程度、「てくてくウォーク」を開

催します。会員以外の方も大歓迎！詳しくは國澤（Ｔｅｌ 0834-83-2762 ）まで。

峠の頂上で 

海岸で楽しい昼食 


